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単調作業についての研究

工藤市兵衛，鈴木達夫，桧広尚佳

Studies on the Monotonous Work 

Ichibei KUDO， Tatsuo SUZUKI， Naoyoshi MA TSUHIRO. 

この研究は単調作業における作業者の態度変容及ひ守単調感と疲労の関連性について調査研究を行なってい

る.特に今回は以下の2つの商から考察をこころみた.

① VTR分析応用による作業態度変容調査で1.作業姿勢のくずれと変必 2.居眠り及び眠むそうな状態

3.おしゃべり 4.離席について述べてある.

② フリッカー値から見た単調作業者の生体負荷の調査で 1.疲労の傾向 2.各工程者の疲労の程度の相

違 3.単調感と疲労感の相互関係 4.対象工程者の属性と疲労の関連

について述べてある.

はじめに

今回の複雑化した社会環境の変化が各種の公害から人

聞の価値まで重大な社会問題として，数々の影響を及ぼ

している.

中でも職場の人間疎外の問題の 1分野としての単純反

復作業から来る単調労働の問題もその 1っと言える.こ

の問題は 1つ1つの要因を究明することは非常に困難で

あるが，長期的に単調労働問題の判断資料となるべく多

く，且つ深く求める努力が必要である.

乙の乙とがやがて，本来の人間らしい最適な労働とは

何かの対策の一途となり得る.本論は上記の観点の基本

に立って，単調労働の実態として，単調感と疲労感から

来る作業者の意識の変容を論究する必要から，今回は

① VTR応用による作業態度変容調査

②他覚的疲労測定法としてのフリッカー装置による

調査

以上の2面から時間的経過により把握し，調査研究を

行なったものでここに報告するものである.

2. 調査方法

a 研究対象は単調感を生ぜしめている作業でコンベア

作業である ζ と.その作業が細かい仕事ゆえに目が疲

れる仕事であることから，配電箱t乙組み込まれている

電流計の生産ラインを調査対象とした.

b 作業配置及びVTRカメラ配置は(写真 1) (図1)

に示す.

c 作業態度変容として，下記の 4項目に類別調査し

Tこ※.

1. 作業姿勢のくずれと変化.
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2. 居眠り及び眠むそうとf状態.

3. おしゃべり※※(1)

4. 離席※※※ (2)

※同一姿勢で繰返し同じ作業を続行しておいて，単調

感の飽和感iこ対して， 自からの態度に無意識的にも

変化を与えて， これに対処して行こうとする考えか

ら，態度変容の多くなる時間帯がある所で続くなら

ば，作業に対し，何らかの対策が必要となる.この

ととからメーター組み立て作業における作業者(女

子6名)の態度で、その作業に直接関係のない非稼動

分析，すなわち，動作@行動@状態の現われ方から

見て，その就業中どのように変化していくかの作業

←一一一一作業盗勢の
くずれとi!2佑

一一一一居眠り及ひ
眠そうな状態

おしゃべり

一一離 席

(%) 

14 

12 

10 

8 

4 

態度変容として4項目に類別した.期間は8月より，

連続4週間測定した.

※※ lおしゃべりと離席については，第21・22回全能連

※※※J研究論文集lこ発表しているので今回は省略する.

d フリッカーの値から見た単純反復作業者の生体負荷

の調査方法及び目的

作業前を始めとして，昼の休憩中，作業終了時まで

1時間おきに作業者汚名につき検査した.

調査目的は

①疲労の傾向を分析する.

チ住宅/I 8:ω 8:泊 9 :009:却 10・ω10:泊 11:ω11:却 12:羽 13:ω13:3014:ω14:泊 15:叩 15加 16:ω16:泊

時間| i 1 1 1 1 1 1 1 l ! 1 1 1 l I 1 1 
8 : 30 9:ω 日 却 10:叩 10:3011:0011:3012・叩 13・0013: 30 14: 00 14:却 15:叩 15:3016:ω16:3011∞

奇計

I'I，~長盗勢のく Fれと変化の発 ~I 回数 エち5 2E日 291 648 337 316 271 336 166 339 379 309 270 316 321 313 133 5250 

" の発/七ギ 4.3 5.3 5.5 12.3 6.4 6.0 5.2 6.4 3.2 6.5 7.2 5.9 5.1 6.0 6.1 6.0 2.5 

居眠り及ひ眠むそうな状態の発生回数 10 I 20 26 22 17 13 16 19 D 13 I 16 29 19 15 15 18 9 I 282 

" の発生率 3.5 7.1 9.2 7.8 6.0 4.6 5.7 6.7 1.8 4.6 5.7 10.3 6.7 5.3 5.3 6.4 3.2 

おレゃへ りの発生回数 238 287 201 289 262 304 246 358 216 383 343 255 277 273 265 225 172 4595 

" の発生率 5.2 6.2 4.4 6.3 5.7 6.6 5.4 7.8 4.7 8.3 7.5 5.5 6.0 5.9 5.8 4.9 3.8 

離 席席 の発生回数 371 52 48 I 89 98 I 96 15C 86 341 59 6口 8C 104 58 I 115 177 5411397 

" の発生率 2.6 3.7 3.4 6.4 7.0 6.9 10.7 6.2 2.4 4.2 4.3 5.7 7.4 4.2 8.2 12.7 3.9 

図2 時間的経過による変化(大項目別〉

②各工程者の作業内容は作業管理方式によって，各

工程者の疲労の程度の相違について分析する.

③単調感と疲労感の相互関係.

④対象工程者の属性に疲労が関連しているかどう

か.

の以上の 4つである.

3. 作業態度変容から見た考察

(1) 作業姿勢のくずれと変化について

a 時間的経過による変化(図 2)

・始業後11'時間位は仕事への意欲があり，又単調感，倦

怠感が生じないために仕事への集中度が高く発生率は

低い.

， 9時30分~10時30分は発生率が急、l乙増大じている.こ

れは繰り返し作業lとより生じる単調感・倦怠感が高ま

り，よそ見，手休め等の動作が増加しているためであ

る.

'11時を過ぎる頃から発生率が低下しているのが見られ

る.これは食事。休憩時間が近ずくにつれての期待感

のためであると思われる.

a 午後は食事・休憩時間の効果から疲労が減少し，作業

への新鮮感が生じるために，しばらくは発生率は低い

が13時を過ぎる頃から増加し， 13時30分頃最大となっ

ている.これは休憩中の解放感とは反対に仕事K対す

る嫌気であると思われる.発生頻度から見て，作業の

集中度が時間と共に減少して行しこのことより，単

調感@倦怠感が増加していると忠われる.しかし， 16 

時を過ぎる頃になると仕事が終りに近ずくという期待

感。解放感が作用するために発生率が低下している.

b 4週間連続による週変化(図 3)
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-月曜日は発生率が高い.これは前日が休日のため仕事

への意欲が低下していると思われる.

・火曜日は仕事への意欲が:高まり発生率は低下してい

る.その点，火曜日は一番安定している.

・水・木・金曜日にかけて発生率は増加している.これ

は単調感・倦怠感が徐々に蓄積・増加していくためと

思われる.又，週5日の金曜日は週6日の土曜日と同

様に発症率が高くなっている.これは単調感・倦怠感

によって生じる精神疲労及び肉体疲労と明日は休日だ

という期待感のために仕事への集中度が低下し発生率

が高くなると思われる.

一一一週5日の発生曲線 ーーーー週6日の発生曲線一司・総平均発生曲線

(%) 
40 作業姿勢のくずれと変化 居眠り及び眠むそうな状態 おしゃべり 離 席

30 

ダら¥、r-1〆20~〆ぜ / 〆ヲE 与 宝

10 

。

官日 月 火 水 木 金 土 月 火 7./< 木 金 土 月 火 水 木 金 土 月 火 水 木 金 土

土曜日体み
の2週間の

203 1臼 24日 226 298 5 71 16 16 8 217 127 196 169 342 41 651 63 61 58 
発生固量の
韓計

% 17.8 14.3 21.8 19.9 26.2 9.6 lヨ5 30.8 30目B 15.4 20.6 12.1 18.6 16.1 32.5 14.2 22.6 21. 8 21.1 20.1 

土曜日作業
の2週間の 211 214 228 192 224 257 101 11 11 71 12 911 199 220 241 J96 172 237 471 67 791 74 771 67 
量生回数の
韓計

% 15.9 16.1 17.2 14.5 16.9 19.4 16.7 18.3 18.3 11. 7 20.0 15.0 15.7 17.4 19.1 15.5 13.6 18.7 11.4 16.3 19.2 18.0 18.7 16.3 

尭4週生間事の出 16.9 15.2 19.5 17.2 21.6 13.2 15.9 24.6 21.3 17.7 18.2 14.8 18.9 15.8 23.1 12.8 19.5 20.5 19.6 19.4 
」ー 」 」

図 3 4週間連続による週変化(大項目別〕

(2) 居眠り及び眠むそうな状態について

a 時間的経過による変化(図 2)

• 8時30分~9 時から発生率は増し， 9 時~9 時30

分l己最大となっている .ζれは単調作業による精

神疲労が増大し， iあくびJ， i目をとするJな

どの動作になって現れるのである.

表1 態度変容動作分類と発生率

l351態府 慣習!発露率

|ω01 22.4 

21 手 休 め 8.0 

主姿勢 31 背 伸 ぴ

!| 吋吋 13 4 1 
41 髪 直 し

の

ずく 51 首を 振 る 3. 

れ
61 手を頭目る 2.9 と

変化 71 椅子時り直す 1.9 

8 作業遅れにて流れ待ち 1~9 
0.4 

作業者の小休止，身仕度等 [ 
14 t乙よる

作業台整理，治工具の盟 | 15 

2.0 

居眠り態状な 目がすわる
10 0.1 

及 目をつむる
ぴ
眠 0.5 
む
そ 溜め患をつく 1 
つ 12 0.05 

居眠りをする 5 

お
131作業中の会話 |山21 22.5 

し 判作業中断しての会話 11，2051 10.7 

や 151 予備作業員との会話 6.4 
Jペミ

16 I 話他のコンベア作業員との会 1 
り

1.1 

171ひとりごと 0.1 

181 理ト由イにレよ・水る離飲調み等の生理的 1 2.1 

離 19 1 材に料よる・部離席品・工具等の入手 1 441 

20 I 他の者からの呼出しによる離席1 4 
コンベア付近の掃除等の離席 | 30 

21 I理由不明の離席 225 

席
| 員作業の交者席代による予備作業

231 作;業業者同志の工程入替え作 1 269 

241 離作業席交か代ら自己の席にもどり 1 187 

1 発生数総計 Ili，3081 
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図4 各工程者別のフリッカー値変動の週間経過と 1日の作業量の関係 (Mー 1のグラフ〉
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時聞に進むにつれて，回復方向に向い午後は午前中

に比べて低下がゆるやかである.

・経過時間帯で表わすと，午前中は10時30分~11時30

分頃最も下降し，昼の休憩時聞に急上昇し， 14時30

分~15時30分頃，最低値となり，作業終了時刻に達

するに従い，又上昇過程となる.

・この変動の理由は後少しの時間で休憩できる.もう

少しで作業を終了する乙とができるという期待感・

努力感が多分にあるために単調さを消そうとする心

理的行動が現われ，ここに昼の休憩による気分転換

の効果が現われている.ここで言える乙とは，フリ

ッカー値の変動の格差が小さいよりは大きい方が単

調感は多少なりとも消える可能性があるように思わ

単調作業につ いての研究

• 12時30分~13時頃は発生率が低い.乙れは昼の休憩に

よる効果が見られる.

'14時~14時30分にかけて発生率は最大になり， 15時を

過ぎる頃から下降線を辿っている.ζれは仕事が終り

に近ずきつつあるという期待感・解放感が作業者の心

理面に影響していると思われる.

b 4週間連続による週変化〈図 3)

・週の中では水曜日の発生率が一番高く単調感・倦怠感

の増加のためと思われる.よって，乙の水曜日前後は

何か変イじをつける必要があると思われる.水曜日をピ

ーク l乙下降線を辿っているがこれは，おしゃべりの発

生率と比較して見ると意識的又は無意識的におしゃべ

りする乙とで気分をまぎらわし，眠むそうな状態を解

消させようとしている. れる.

b ・次に 1日の作業量の推移と照らし合わせて見ると，

上記で述べたフリッカー値の低下時間構と対照に作

業量は増加している.すなわち，疲労感と作業量の

減少は必ずしも一致しないことがわかる.

・乙の理由は作業量が増大するほど疲れやすく，作業

量の低下と疲労感に単調感が交錯された状態であ

り，作業者に大きな負担をかけると思われる.

c .14時30分頃の約 3~分間程度の気分転換のための体操

が行なわれた後で測定したフリッカー値を見ると回

復方向に上昇するのが当然であるかに思えたが結果

としては体操をした為に逆に全工程者・平均して約

2%低下しているという異常値を測定した.

フリッカー値から見た考察

(1) 各工程別のフリッカー値変動の逐次的経過と一日

の作業量の関係(図 4)※

※図 4 は各工程者M1~M6の第 2週間連続DATAの

一部のグラフで残りの DATAは省略する. 図は

月~土 (2週間分〕までの 1日の就業時聞を 8つ

の時間帯に分け，始業前のフリッカー値を各人に

ついて，それぞれ 100とした逐時的変動を求め，

乙れを各工程者ごとにフリッカー値の数値をプロ

ットしたグラフである.

a ・フリッカー値の一般的な経過を見ると，始業後まも

なく低下し，午前中の低下が急速である.昼の休憩

4. 
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-この理由は体操によって多少なりとも疲労感を消し

たとしても一時的であり，各工程者の疲労そのもの

は消えず最後まで残ってしまう.特lこ目の疲れが多

い工程であるから，現場責任者がよく熟知し，この

工程においては他の方法を考える必要がある圃

d .曜日別から見たフリッカー値の変動を見ると木~土

に向うに従し、，グラフの推移の格差が激しくなり，

土曜日におけるフリッカー値の上昇は他の曜日より

高め，つまり，この土曜日は疲労の回復が早いこと

がわかる.

・この理由は明日は休日という解放感から疲労の蓄積

があるにもかかわらず，作業者の内面的心理行動が

働くために疲労の回復が早いと思われる.疲労感は

心理的要因によっても左右される.

(2) 各工程者別のフリッカー値の過変化の比較(図的

この図 5から言えることは，

a 各工程とも木曜日を中心として低下しているこ

とが見られる.土曜日は前記に示したように明日

の休日というj招待感から急上昇を示している.

b 次に属性調査表〔表 2)と照し合わせて， この

工程者別のグラフから言えることは，

. ]¥1[-1・・メータラインの作業を始めて日が浅いた

め経験年数， 年令に関係なし 他の工程者よ

り，はるかに疲れていることがわかる.

.]¥1[←2: ]¥1[-5と同年であるためか，ややにたよう

な傾向が出ていることがわかる.

.]¥1[-3 :経験年数と年令とのバランスがよいの

か，余り疲労状態を示さない.

. ]¥1[-4:ζの工程では最年者で経験年数も短いに

(%) 

120 

表2 属性調査表

¥ 工程1，~ 1 i ，~ ') 1 '!T _9  1 '!T A I '!T C 1 'ff ~ I 
項目'" ~"""I ]¥1[-1 1 ]¥1[-2 1 ]¥1[-31 ]¥1[-4 i ]¥1[-51 ]¥1[-61 

性別|女|女|女|女|女|女 l
年令 1 17 1 16 I 23 1 38 1 16 1 19 

経験年数|なし(目 1 57 J=ll目 (1 年 | 円

仕事の難問普通i普通|易い|腎事司

王手品川F示f!J3[日|川口|
休憩時間 1= dJl""" c"i= cnl望ま 1="'81= ;;;1 
の改善 |希望|希望l希望|ない|希望|希望|

以正一万三1日円一両日間1

住居 [TFZ(自宅|自宅|日1:=パ

一品瓦ふ万戸玩雨量一[瓦丙引副
学 歴|中卒|中卒|中卒|中卒 lE学宮|中卒

日地|地元|地元[地元|地元|地元 l長崎(

もかかわらず，他の工程者に比べて平均的危安

定を示す.

• M -5: ]¥1[-2と同様であるが経験年数が多いた

め， ]¥1[-21乙比べ他の工程よりも疲れが出ていな

いと恩われる.

. ]¥1[-6: M-1と同じ程度の傾向を示しているが経

験年数に関係なく疲れが出ているように思われ

る.

以上，工程者別に見たがここで言える乙とは

c かなりの個人差が多様な凶子によって現われて

いることがわかる.特に年令と経験年数との関係

は切り離せない因子となっていることが多い.

。一一一。 M-1
ム ーム M-2
@← OM-3 
0一一一OM-4
ムムM-5
礼一一ーメ M-6

(第 l週日の月はライン・ストッフ、 í~は休 11)
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火水木金火水木金

(第 l 週目) 曜

月火水木金土月火水木金 i二

日 (第 2 週 目 )

図6 月曜日の始業前を100とした各曜日の始業前の週間変化のフリッカ一億
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-単調作業者の属性を知ることによって，ベルト

コンベア作業者の適用者を選れする乙とができ

る，

d 各工程者の全体を見て，水曜日のフリッカー値

が上昇している点から，各工程者の生産意欲は水

曜日に集中しており，疲労は乙の曜日から徐々に

急変化することがわかる.

(3) 各曜日の始業前のフリッカー値の週変化(図 6)

第l週第2週

M-l 

M-2 

Ivl-3 

M-4 

Ivl-5 

Ivl-6 

図B 第 1作業日のフリッカー値の日間低下率

M-l 

M-2 

M-3 

M-4 

M-5 

M-6 

第l週第2週

好ましい
限界

図7 作業前値のフリッカー値の週間低下率

この図 6から言えることは，

a 始業前の変動によっても，各曜日に大きな変動

として現われ，火~木曜日は上昇し，木~金曜

日は下降して，土曜日に再ヒ昇をとる .ζの変動

理由としては各工程者の作業前に対する労働意欲

が減少し，作業に向う喜びが現われていないと思

表3 フリッカー債の日間及び週間低下率表

日間低下率 週間低下率

休日の翌日の作業後の値 一週の最終日の作業前の値
休日の翌日の係葉商わ画 一尿百の量百石存薬前面面

xl00-100 xl00-l00 

われる.

@すなわち，各工程者の流れ作業に対する無力感

が漂っている.乙こに人間疎外の要素を含んで

いると思われる.

(4) 各工程者のフリッカー値の日間低下率と週間低下

率(図6・7) (表 3)

乙の図から言えることは，

a .第1作業日の日間低下率と作業前値の週間低下

率を比べると， 日間低下ではフリッカー値は下

降し，週間低下では逆に上昇している.

@すなわち，日聞においては，疲労の蓄積が大き

く，週間ではあまり見られない.ζの理由とし

て，この疲労は日間低下が比較的に少なく週間

低下が日間低下より大きくなるという一般的な

傾向にならなかった.したがって，疲労度の大

小の判定が不明確な結果となった.この工程に

おいては，週間低 Fから見れば疲労の蓄積はな

く回復も速いことが言える.
※ (3) 

b 労働強度の判定基準とj照らし合わせると臼間目

週間ともこの工程ではほぼ好ましい限界内に入っ

ており，全体的にみて疲労はあまり現われていな

l 第 1作業者の i 作業前置の週
労働の種類 L日間低下率 | 間低下率

| |f吋品主|ド可能限界到I~時品主 II'í同百可J能限界
l肉体労働の場合 l一叩附労刻lM 一九 M 一

中間労働の場合| 叫一臼附刻|一以一臼

竺竺叩白竺竺二盟コ?竺空二竺二!竺?竺空
(伺5め) フリツカ一値の日間{低丘下率と週間{低忌下率との関係

(図 8)
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図 8 フリッカー値の日間低下率と週間低下率との関係

この図から言えることは，

a 日間低下率と週間低下率を 2つの相関係する変

量として，直線的傾向ぞあらわし相関関係がある

かないかを調べるために相関係数の算出によって

判定する.

・最小自乗法の算出式はつぎの通りである.

X:週間低下率(各点の横座様〉

Y:日間低下率(各点の縦座標〕

N:工程者数 (点の数)

a 一定のフリッカ{値

b .・変数に応ずる係数

a = xY-b2X h = N2XY-2X2Y 
一 一一 一 一N N2X2ー (2X)2 

2XY 
相関係数 r 

〆2X2 V 2Y2 

b 相関係数の結果

第 1週 r=ー0.34

第 2週 r=一0.70

すなわち

Irl>0.5ならば

相関関係があることが認められ

Irl<0.3ならば

ほとんど相関関係がない園

r>O tJ:らば順相関

r>O ならば逆相関

よって，日間低下と週間低下に逆相関という相

関関係がある.

c 第 1作業日の日間低下率をとる理由を述べてお

くと，蓄積疲労の標示としてとられている.ちら

つき値の週間低下を見ると，第 1作業臼のちらつ

き値の遂時低下率と最も大きな相関があることか

ら，第 1作業日を用いた (4)

d 以上を要約すると，各工程者の週間低下から見

ると，ほとんど疲労の蓄積がないと証明できたわ

けであり，一般に言われるフリッカー値の日間低

下がひどい場合に週間のフリッカ一億の低下も大

きいとは逆に週間は低下しない結果となって現わ

れた.

e この理由として，乙の工程の生体負荷は 1日に

おいて，影響されているが，あくる日には回復し

ており，疲労感が薄い点がわかる.各工程者の属

性からみても若年者の多いこと，おしゃべり，作

業くずれ及び変化など作業中に適度な自由度を作

っているため，疲労倦怠感は生まれない.すなわ

ち，この工程は疲労度というものは小程度と見ら

れる。しかし，その反面，大脳抑制をしなければ

対応できないという作業者にとってー穫の矛盾と

もいえる状態に置かれている.

f 以上を要約すると， この工程においては心理的
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疲労ともいえるものがあり，ここに疲労感はあま

り現われず，単調感という心理的要因が生まれて

いると思われる，単調感の心理的考察することが

この工程にとってよりよい作業環境にできると思

われる.

5. 結画

作業態度変容調査及びフリッカー値による調査の若干

の考察をこころみたのであるが，この調査で疲労の程度

と単調感の問題は次の結果を見い出せる.

①今回の調査では疲労の程度では疲労の蓄積は週間

では余り霊く現われなかった.

② 工程者の自の疲れが現われているがその対策が不
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